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1.はじめに 

サボニウス風車 1)は構造が簡単かつ低風速域（5 m/s 以下）

で発電するため，自然エネルギーを学ぶ身近な教材として利

用価値が高いと考えられる。この有効性を検証するために実

演とディスカッションを取り入れた AL 型授業を実践した。 

2.授業実践の方法 

表 1 に授業構成を示す。授業の始めに小テストを行う。図

1 に演示実験とディスカッションの様子を示す。風車に均一

に風が当たるように扇風機は 3 台とした 1)。演示実験ではワ

ークシートを用いて学生が測定・計算を行う。問題ではサボ

ニウス風力発電機に関する問題を解く。ディスカッションで

は演示実験の「良い点」と「改善点」についてグループで話

し合い，発表する。最後にアンケートを実施する。 

3.結果と考察 

表 2 にディスカッションで出た意見を示す。「良い点」につ

いては，出力の風速 3 乗特性や低風速域での発電を確認でき

たことが挙げられた。「改善点」については，発電効率の低さ，

違うタイプとの比較，風向による影響が挙げられた。風速と

出力の関係や風車の特徴を理解できており，改善点を挙げる

ことによりどうすれば良くなるのかを考えることが出来てい

る。図 2 にアンケート結果を示す。全ての問いで肯定的な意

見が 60%（33 人）以上得られたが，Q5 は「どちらともいえ

ない」が 36.4%（20 人）であった。話し合いに積極的に参加

できなかった学生がいたためであると考えられる。 

4.課題 

今後は，サボニウス型とプロペラ型の発電出力の比較がで

きる教材を開発する。そして授業実践により，サボニウス型

風力発電機を用いた教育効果をさらに検証する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 演示実験（左）とディスカッション（右）の様子 

 

表 1 授業構成 

 

 

 

 

 

 

表 2 ディスカッションで出た意見例（ ）は人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 アンケート結果（n = 55） 
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Q1. 「サボニウス風力発電機」の特徴を理解できましたか？
Q2. 「マイクロ風力発電」は環境にやさしい発電だと思いますか？
Q3. 「自然エネルギー発電」への興味や関心は深まりましたか？
Q4. 演示実験によって「サボニウス風力発電機」の理解が深まりましたか？
Q5. グループでディスカッションすることによって「サボニウス風力発電機」の

理解が深まりましたか？

項目 内容 時間

小テスト 前回の授業の復習 20分

　ワークシートを用いて以下の実験・測定

（1）電子機器(0.8 W)の動作

（2）オシロスコープの波形から電力を計算

サボニウス型風力発電機に関する

知識・計算問題

ディスカッション 演示実験の良かったところ・改善点について 25分

まとめ アンケート（5問+自由記述） 5分

演示実験 25分

15分問題

工業用扇風機 YKC-455

サボニウス風力発電機
定格 6 V，2.4 W

・どのように発電しているのかがわかりやすかった（24）

・出力が風速の3乗に比例していることがわかった（5）

・低風速で発電している（2）

・発電効率の向上（14）

・他の風車との比較（2）

・風向による影響が実感できなかった（1）

良い点

改善点
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